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　次に勝澗鉱山の史料についてです。奥尻の鉱山は、幌内の
「奥尻鉱山」以外にも、中小の鉱山が林立していました。鉱脈を
探して転々とする鉱山経営の正確上、小規模なものは記録に残
りにくいものです。勝澗鉱山も、大正7年～同15年の記録が残る
ものの、同7年こそ1408．7斤の産出量があったとされています
が、8年～15年はすでに休業となっています。稼動したのは実質
1年のみという短命であったようです。これ以外に資料は残って
おらず、詳細不明の鉱山の一つでした。
　この度、宮城県在住の菊池さんより、祖父である菊池嘉助（明
治18年生）が、奥尻で鉱山技師として働いていた頃の古写真が
寄贈されました。いずれも、開山して間もなくの頃を撮影したも
ので、経営者ら主立った面々が写っているものと思われます。

勝澗鉱山の採掘現場 勝澗鉱山の開山

後列左：三男常治、右：次男忠作

前列左：母トラエ、右：長男忠太郎

長男：忠太郎 次男：忠作

勝間鉱山合資会社一同

奥尻鉱山を撮した絵葉書（明治末）

海洋研修センターと稲穂ふれあい研修センターにて無料配布しています。　奥尻町役場ホームページからもダウンロードできます。

　最近、奥尻島にあった硫黄鉱山の史料がたくさん手に入りまし
た。なかでも、奥尻鉱山を発見し、経営に乗り出した早瀬家の詳
細と、ごくごく短期間で閉山した勝澗（かつま、かぢま）鉱山の写
真を入手できたことは、奥尻鉱山史解明にとって、重要史料とな
りました。
　奥尻鉱山開発者である早瀬家については、大正9年の時点で
すでに経営権を譲渡し、離島しており、島内ではほとんど詳細を
知り得ない現状でした。偶然にも子孫の方（早瀬忠作の孫：鑛一
さん）と巡り会い、早瀬家の肖像を提供していただきました。今
回、島内ではおそらく初公開となります。
　奥尻鉱山は、明治41年11月20日に早瀬家の長男忠太郎と三
男常治が鉱床を発見し、翌年に採掘権を得、同44年1月より掘
削を開始しています。『奥尻町史』には、次男忠作が忠太郎と常
治との協力によって実地踏査を行ったと記されていますので、こ
の3名が鉱山開発のきっかけをつくった兄弟達と言えます。
　大正9年に上京した早瀬家は、早瀬株式会社を興し、製材の
調達や回漕業を始めますが、思うようにいかなかったようです。

学芸活動だより　第66号  

ふるさと奥尻通信
平成25年8月30日

奥尻町教育委員会発行
事務局：01397-2-3890

夏の暑さも彼岸まで、というけれど、たしかに北海道ではその通り。けれど、「島はもっと涼しいと
思っていたのに…」とは観光のお客さん。ふむふむ、これは温暖化か？南国の島になりつつある？

奥尻鉱山関係の新史料
奥尻鉱山の概要については本紙第23号、第41号を参照してください。



奥尻郡釣石尋常高等小学校一年生「詩集・海に生きる」より
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〈連載〉奥尻島あの日この時　第3回  奥尻大火　昭和38年5月27日

　昭和38年（1963）5月27日未明、飲食街から出火した火災は、強風にあお
られて奥尻市街地を総なめにし、罹災した戸数：102戸、世帯：151世帯、人
員：529名という当時にして、開村以来最大の被害となりました。北は庚申
の杉の手前、南は塩釜川、東は築港、西は駐在所付近まで延焼し、市街
地は空襲さながらの焼け野原となりました。運良く、火は役場庁舎の寸前
で消し止められましたが、奥尻警部補派出所、奥尻郵便局、漁協、奥尻消
防署、函館無線送受信所、桧山支庁水産物検査事務所、江差信用金庫奥
尻支店、道南開発産業会社、各商店の他、各家にあった伝来品や資史料
の多くが消失しました。
　大火後、6月1日より仮設住宅を建設し、25日完成。その後も公営住宅の
建設と大規模な区画整理を行い、現在の市街地の基盤が整えられまし
た。

大火翌日の奥尻市街地

昭和奥尻生活詩　8回　烏賊さき
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　今年の夏祭りもなかなかの盛
り上がりでしたね。青苗の恵比
須山が出なかったのは残念でし
たが、来年は是非。このところ
女性の一人旅が流行っているよ
うで、何人かに島を色々案内し
ました。地元の祭りやＢＢＱを
楽しんでくれたようで、これも
島人の心意気？さてさて、9月
は忙しくなりそうです。遅れな
いように記事書かないと…（遅
れ気味のしんた）。 大火前の奥尻市街地　昭和初期
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  今回はなぜか嫌われ者になってしまった魚の話。奥尻で
春と秋に、どこでもよく釣れるのがアブラコ。本州ではアイ
ナメと呼ばれて重宝されているらしい。この”らしい”という
のは、奥尻ではアブラコを食べないことが多いのです。
せっかく釣っても、ぽーいと投げてしまいます。市場では高
値で扱われているのに、地元では食べない魚の筆頭。不
思議ですね。アブラコは時期や場所により虫が多く、身くず
れし易いので食べにくいのが理由かもしれません。ホッケ
と似ていても扱いは別…。でも、味は淡泊で、一番は刺身
ですが、焼き物、揚げ物など味付け次第で美味しく頂けま
す。地方では「モミダネウシナイ」という別名があるそうで、
農家が籾だねを売ってまで食べたい魚だという言い伝えに
よるとか。

奥尻島なつかし風景 


